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(百万円未満切捨て)

１．2021年３月期第２四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期第２四半期 305,316 △2.4 16,939 6.1 17,830 10.6 11,656 15.8

2020年３月期第２四半期 312,798 0.4 15,959 7.6 16,128 3.2 10,063 4.7
(注) 包括利益 2021年３月期第２四半期 11,463百万円( 11.8％) 2020年３月期第２四半期10,251百万円( 7.4％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期第２四半期 235.56 235.11

2020年３月期第２四半期 203.44 203.02
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年３月期第２四半期 445,221 191,655 42.6

2020年３月期 436,061 183,142 41.6
(参考) 自己資本 2021年３月期第２四半期 189,712百万円 2020年３月期 181,283百万円
　
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 － － － 60.00 60.00

2021年３月期 － －

2021年３月期(予想) － 60.00 60.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 580,000 △1.8 26,000 2.5 26,500 2.4 14,800 △20.7 299.09
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

詳細は、【添付資料】９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期２Ｑ 49,834,143株 2020年３月期 49,823,443株

② 期末自己株式数 2021年３月期２Ｑ 344,677株 2020年３月期 342,898株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期２Ｑ 49,483,297株 2020年３月期２Ｑ 49,465,429株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報あるいは想定できる市場動向などを前提としており、
不確実性が含まれています。実際の業績は、今後の様々な要因により、予想と異なる結果となる可能性がありま
す。なお、上記業績予想に関する事項は、【添付書類】４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）
連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間においては、新型コロナウイルス感染症の世界的拡大が深刻なものとなり、特に期の

前半には世界各国において外出・移動規制が行われ、感染拡大防止の観点から事業活動にも大きな制限を受けまし

た。また、個人消費も大きく落ち込み、世界経済は急速に悪化、停滞しました。

この間、日本国内では４月に緊急事態宣言が発出され、企業や個人の活動も大きく制限されました。経済活動が

冷え込み、景気の急速な悪化が続くなど極めて厳しい状況になりました。なお、５月末には緊急事態宣言は解除さ

れたものの、世界的には新型コロナウイルス感染症から生じたさまざまな問題の収束の目途が立っておらず、その

影響は今後も長期間に及ぶことが予想されています。

そのような中、森永乳業グループは生活必需品である食品を製造する企業としての使命を果たせるよう、従業員

の安全と健康に引き続き最大限の配慮をし、出来る限り商品の供給を継続すべく取り組んでまいりました。この間

における大きな需要の変化として、外食産業、ホテル、観光業、お土産等向け業務用乳製品が大幅な需要減少とな

った一方、健康に貢献する機能性素材やヨーグルト、アイスクリーム、チーズをはじめとする家庭内需要は堅調に

推移しました。また、海外では、世界的な健康ニーズの高まりを背景に機能性素材への需要が拡大し、事業拡大に

向けた継続的な取り組みが成果として現れています。

＜中期経営計画の概要＞

2019年４月より「森永乳業グループ10年ビジョン」のもと、2022年３月期までの３年間を確固たる事業基盤づく

りの期間と位置付け、

・「４本の事業※1の柱横断取り組み強化による持続的成長」

・「経営理念実現に向けたESGを重視した経営の実践」

・「企業活動の根幹を支える経営基盤の更なる強化」

の３つを基本方針に定め、売上高6,300億円、営業利益300億円を数値目標とする中期経営計画を策定し、取り組

んでいます。

＜当期の主な取り組み事項＞

当期は中期計画達成に向けた最重要の１年と位置付け、激変する環境に対応しながら、さらなる企業体質ならび

に事業の強化に努めてまいります。

・ウィズコロナ、アフターコロナ、足元の対策と中長期視点での対応の両立。

-リスク低減に向けた対応の強化（BCP、効率的な働き方の推進）。

-生活者意識の変化に対応した取り組み（衛生、健康ニーズへの対応）。

-原材料調達、物流、財務など事業を支える機能の確立。

・お客さまのニーズに応える商品の提供とその価値訴求に努め、健康に貢献する機能性素材の積極的な販売促進

活動、海外事業の拡大。

・オペレーションコストの上昇に対応するため、低採算商品の見直し等によるプロダクトミックスの改善、ロー

コストオペレーションの推進、価格改定等実施。

・サステナブルな社会づくりに貢献するため、CO2排出量、用水使用量・排水量、プラスチック使用量、食品ロス

削減取り組みへの注力。

・経営基盤の更なる強化に向け、グループ全体の生産拠点再編推進（2020年５月東洋醗酵乳株式会社生産中止、

2021年３月東京工場生産中止予定）。

これらの結果、当社グループの連結売上高は、ＢtoＣ事業では家庭内需要の高まりにより、ヨーグルト、アイス

クリーム、チーズなどが増収となりました。加えて、健康機能性素材への注目の高まりや、海外事業の売上伸長も

ありましたが、ＢtoＢ事業における業務用乳製品が大きく減少したことや夏季の天候不順の影響などを受け、全体

では減収となりました。
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連結の利益面では、業務用乳製品の大幅減少による売上利益の大きな減少があったものの、利益率の高い事業や

商品の拡大によるプロダクトミックスの改善、コロナ禍におけるグループ全体でのコストの見直し等により前年を

上回りました。

※1　①ＢtoＣ事業、②ウェルネス事業、③ＢtoＢ事業、④海外事業の４事業

連結売上高 305,316百万円 （前年比 2.4％減）
連結営業利益 16,939百万円 （前年比 6.1％増）
連結経常利益 17,830百万円 （前年比 10.6％増）
親会社株主に帰属する四半期純利益 11,656百万円 （前年比 15.8％増）

　 （その他重要経営指標）

売上高営業利益率 5.5％

　 ROE（自己資本利益率） 6.3％

　 海外売上高比率 6.3％

　 （参考）中期経営計画における事業分野別（４本の事業の柱）業績概況

　 ①BtoC事業：売上高は主にビバレッジにおいて、オフィス、施設等向け需要減少の影響を大きく受けましたが、ヨ

ーグルト、アイスクリーム、チーズをはじめとする家庭内需要は堅調に推移し増収となりました。また、健康ニ

ーズの高まりを受け「トリプルヨーグルト」などの機能性表示食品が計画を上回り、プロダクトミックス改善に

も大きく貢献いたしました。

利益面では、プロダクトミックスの改善に加え、販売活動のコントロールなど、経費の抑制を進めたこともあり

増益となりました。

BtoC事業売上高 164,756百万円 （前年比 1.1％増）
BtoC事業営業利益 11,124百万円 （前年差 1,411百万円増）

②ウェルネス事業：健康栄養補助食品としての大人向け粉ミルク「ミルク生活」などは好調に推移しましたが、育

児用ミルクが前期末における仮需要の反動から減少し、事業全体では減収となりました。なお、６月には日本初

の常温保存可能なヨーグルトをECチャネルで発売するなど、新たな取り組みも開始しました。

利益面では、プロダクトミックスの改善は進んだものの、減収影響およびEC事業の立ち上げにかかる費用発生な

どにより減益となりました。

ウェルネス事業売上高 27,242百万円 （前年比 0.8％減）
ウェルネス事業営業利益 1,740百万円 （前年差 474百万円減）

　 ③BtoB事業：構成比の高い業務用乳製品は外食産業、ホテル、観光業、お土産等向けが大幅な需要減少となりまし

た。一方、健康ニーズの高まりからビフィズス菌など、当社の保有する機能性素材への引き合いが強まりまし

た。また、衛生ニーズの高まりから微酸性電解水生成装置「ピュアスター」の販売が増加しましたが、事業全体

では業務用乳製品の大幅減収の影響を受け、大きく減収となりました。

利益面では、売上利益が大幅減少となったことから減益となりました。

BtoB事業売上高 37,037百万円 （前年比 26.1％減）
BtoB事業営業利益 1,012百万円 （前年差 2,030百万円減）

　 ④海外事業：乳原料を製造販売するミライ社は、粉ミルク向け需要の増加などにより増収となりました。また、育

児用ミルクなどの輸出は前期から大きく反動増となりました。加えて、機能性素材（菌体、ラクトフェリンな

ど）の販売が増加しました。

利益面では、増収効果に加え、利益率の高い機能性素材が拡大したことでプロダクトミックスの改善が進み増益

となりました。

海外事業売上高 19,297百万円 （前年比 23.5％増）
海外事業営業利益 2,729百万円 （前年差 1,738百万円増）
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（２）連結財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の資産の部は、「現金及び預金」や季節的要因により「受取手形及び売掛金」が

増加したことなどから、合計では前連結会計年度末に比べ、91億６千万円増の4,452億２千１百万円となりまし

た。

負債の部は、「短期借入金」は減少した一方、「コマーシャル・ペーパー」や「長期借入金」が増加したこと

などから、合計では前連結会計年度末に比べ、６億４千７百万円増の2,535億６千６百万円となりました。

純資産の部は、「利益剰余金」の増加などにより、合計では前連結会計年度末に比べ85億１千３百万円増の

1,916億５千５百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の41.6％から42.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年３月期の連結業績予想につきまして、第２四半期までの業績および新型コロナウイルス感染症拡大の影響、

今後の市場状況の見通しから売上高の予想数値を以下の通り修正いたします。

売上高は前回発表予想より110億円下方修正し前期比1.8％減の5,800億円を見込んでおります。なお、営業利益、

経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては据え置いております。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

前回発表予想(Ａ)
百万円

591,000

百万円

26,000

百万円

26,500

百万円

14,800

円 銭

299.11

今回修正予想(Ｂ) 580,000 26,000 26,500 14,800 299.09

増減額(Ｂ－Ａ) △11,000 ― ― ― ―

増減率(％) △1.9 ― ― ― ―

(ご参考)前期実績
(2020年３月期)

590,892 25,359 25,867 18,656 377.11

※上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報あるいは想定できる市場動向などを前提としており、不確

実性が含まれております。実際の業績は、今後の様々な要因によって予想と異なる結果となる可能性があります。

（参考）中期経営計画における事業分野別（４本の事業の柱）業績見通し（2021年３月期）

BtoC事業売上高 308,756百万円 （前年比 1.0％増）
BtoC事業営業利益 14,724百万円 （前年差 2,131百万円増）

ウェルネス事業売上高 55,041百万円 （前年比 1.2％減）
ウェルネス事業営業利益 3,340百万円 （前年差 832百万円減）

BtoB事業売上高 78,438百万円 （前年比 18.9％減）
BtoB事業営業利益 1,912百万円 （前年差 3,426百万円減）

海外事業売上高 37,497百万円 （前年比 19.0％増）
海外事業営業利益 5,229百万円 （前年差 2,408百万円増）
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,680 13,318

受取手形及び売掛金 61,729 65,606

商品及び製品 49,193 48,934

仕掛品 3,453 2,268

原材料及び貯蔵品 16,171 16,459

その他 6,463 6,183

貸倒引当金 △288 △277

流動資産合計 145,403 152,495

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 86,595 88,057

機械装置及び運搬具（純額） 83,766 91,254

土地 57,927 57,752

その他（純額） 22,937 16,297

有形固定資産合計 251,226 253,361

無形固定資産 6,518 6,375

投資その他の資産

投資有価証券 19,586 20,185

その他 13,443 12,897

貸倒引当金 △116 △93

投資その他の資産合計 32,913 32,989

固定資産合計 290,658 292,726

資産合計 436,061 445,221
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 51,386 49,210

電子記録債務 5,235 5,937

短期借入金 11,644 5,026

1年内返済予定の長期借入金 8,628 8,336

コマーシャル・ペーパー － 8,000

未払法人税等 4,816 4,644

未払費用 32,461 34,608

預り金 16,063 17,084

その他 19,654 14,453

流動負債合計 149,890 147,302

固定負債

社債 50,000 50,000

長期借入金 27,729 30,837

退職給付に係る負債 20,639 20,893

その他 4,659 4,533

固定負債合計 103,028 106,264

負債合計 252,918 253,566

純資産の部

株主資本

資本金 21,760 21,787

資本剰余金 19,919 19,947

利益剰余金 137,767 146,454

自己株式 △690 △699

株主資本合計 178,757 187,489

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,738 7,118

繰延ヘッジ損益 △13 △4

為替換算調整勘定 △885 △1,653

退職給付に係る調整累計額 △3,312 △3,237

その他の包括利益累計額合計 2,526 2,223

新株予約権 203 203

非支配株主持分 1,655 1,739

純資産合計 183,142 191,655

負債純資産合計 436,061 445,221
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 312,798 305,316

売上原価 211,503 205,273

売上総利益 101,294 100,043

販売費及び一般管理費 85,334 83,104

営業利益 15,959 16,939

営業外収益

受取利息 21 14

受取配当金 462 841

受取家賃 165 156

持分法による投資利益 4 68

その他 567 630

営業外収益合計 1,220 1,711

営業外費用

支払利息 374 351

デリバティブ評価損 － 235

為替差損 326 －

その他 351 232

営業外費用合計 1,052 819

経常利益 16,128 17,830

特別利益

固定資産売却益 60 60

投資有価証券売却益 0 35

抱合せ株式消滅差益 － 31

その他 0 －

特別利益合計 61 127

特別損失

固定資産処分損 297 157

公益財団法人ひかり協会負担金 850 850

工場再編費用 170 374

その他 130 33

特別損失合計 1,449 1,416

税金等調整前四半期純利益 14,740 16,542

法人税等 4,601 4,812

四半期純利益 10,139 11,729

非支配株主に帰属する四半期純利益 76 72

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,063 11,656
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 10,139 11,729

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22 384

繰延ヘッジ損益 △40 41

為替換算調整勘定 107 △751

退職給付に係る調整額 40 75

持分法適用会社に対する持分相当額 △17 △15

その他の包括利益合計 112 △265

四半期包括利益 10,251 11,463

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,188 11,353

非支配株主に係る四半期包括利益 62 110
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当社(提出会社)及び連結子会社において当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度

の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法によっております。

　


